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序章     財政＝軍事国家としての近世英国の黄昏 
 第１節 本論文におけるテーマの選択理由と背景 
 第２節 本論文に関する先行研究の批判的検討 
 第３節 本論文で検証すべき課題とアプローチ 
 第４節 本論文における各章内容と利用資料の紹介 
 
第１部  １８・１９世紀の転換期における財政請願運動の変化 
 第１章 請願者としての「アッパーミドル」の範囲規定 
 第２章 反革命戦争期の財政請願運動の階層・地域的拡大 
 第３章 反革命戦争戦後における財政請願運動の比較 
 
第２部  反革命戦争期における財政請願運動の発展過程 
 第１章 国債発行への依存と請願運動の停滞（戦争前期） 
 第２章 戦時所得税の導入と請願運動の拡大（戦争中期） 
 第３章 戦時増税の定着と請願運動の進化（戦争後期） 
 
第３章  所得税廃止論争における財政請願運動の展開 
 第１節 １８１５年と１８１６年の所得税廃止論争の比較 
 第２節 所得税廃止運動と麦芽税廃止運動の相互協力 
 第３節 所得税査定帳簿の分析から見た納税者の不満 
 
結論   ポスト財政＝軍事国家としての近代英国の黎明 
 第１節 本論文の各部内容の整理と課題検証の確認 
 第２節 本論文の学術的意義と未解決課題の提示 
 第３節 新たな研究課題－「財政＝外交ジレンマ」 
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